
がん幹細胞 
標的治療 

臨床応用のロードマップ 

基礎研究 

前臨床研究 

がん幹細胞に発現するRPN2を標的とした核酸医薬臨床応用の 
ファーストインマン早期臨床試験事業計画を中央病院と共に開始 

標的分子：RPN2 

研究所と 
中央病院の 
連携による 
治療開発 

トリプルネガティブ 
乳がん患者を対象 

RPN2 siRNA 

13 



新規がん幹細胞制御因子SCIFの同定 

Glis2 Vector 

Ctrl. sh（Ring1A-/-, Rin1BD/D） 

shGlis2 （Ring1A-/-, 

Rin1BD/D） 

 

急性骨髄性白血病の幹細胞ではM-CSFRの発現が高いが、幹細胞の維持に必須なRing1Aおよび1B
遺伝子を欠損するとがん幹細胞が消失し（図A上）、白血病を発症しなかった（図A下）。Ring1の標的遺
伝子であるGlis2(SCIF)を過剰発現すると、幹細胞の分化が誘導され（図B上）、がん幹細胞が消失した
（図B下）。逆に、Glis2の発現抑制により幹細胞性が回復・維持されることから（図C）、Glis2が白血病が
ん幹細胞の制御因子として機能していることが分かった。  

(A) Ring1A/1B欠損による幹細胞性の 
   喪失と白血病の発症抑制 

(B) SCIFの過剰発現による分化誘導 (C) SCIF発現抑制による 
  がん幹細胞性の回復・維持 
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Ring1A-/-Ring1BΔ/Δ 
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治療後 

著効例 

 

50 症例 

無効例 

 

50 症例 

網羅的遺伝子解析技術を用いた抗EGFR抗体薬治療効果予測 

バイオマーカーの探索研究に関する多施設共同研究（BREAC試験） 

治療前 

癌部より 
抽出したDNA 

非癌部より 
抽出したDNA 

全エクソン解析 
 

GWAS解析 
 

CNV解析 

癌部および非癌部の組織
切片、血液検体 

抗EGFR抗体薬

の臨床効果を予
測する 

バイオマーカー
を探索 

血液検体より 
抽出したDNA 

別コホート
での検証
試験 
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糖尿病や心臓病があっても「がん難民」にしない 

総合内科の拡充へ （平成２３年度） 

内科慢性疾患の増加 
（糖尿病、心臓病、腎臓病など） 

がん以外の内科疾患を 
合併したがん患者の増加 

最適ながん治療への障害 

がん治療による悪化・誘発 

より安全ながん治療 

•糖尿病内科：２名（平成２３年４月より１名増員） 
•循環器内科：１名（平成２４年４月からは２名体制へ） 
•腎臓内科：１名（平成２３年７月より）→平成２４年度前期に透析室開設へ準備中 

•感染症内科：１名（平成２３年１０月より） 
•一般消化器内科：１名 

例：5人に1人が糖尿病の時代 

内科疾患 がん治療 

総合内科 

がんセンター 

ゆえの弱点を 

克服 

内科疾患の包括的ケア 
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入院患者 2009年度 2010年度 2011年度 

中央病院 773件 815件 773件 

東病院 758件 720件 754件 

合計 1,531件 1,535件 1,527件 

緩和ケアチームの関わった症例は1,527例であり、 

平成23年度計画目標（1,200件以上）を大きく上回り達成 

同時に中期計画目標（1,500件以上）も上回った。 

緩和ケアチームの診療実績 

がん治療実施中から緩和ケアが開始された割合が約７割を占めるなど 

早期から緩和ケアを意識した取り組みを実施した 

がん治療実施中から 
緩和ケアが開始：70％ 

がん治療終了後から 
緩和ケアが開始：30％ 

緩和ケアチームの介入開始時期 

全てのレジデントに対して 
在宅緩和医療研修を実施した 

レジデントの在宅研修実施 

多職種によるカンファレンスの 
実施（年間40回程度） 

多職種カンファレンスの実施 地域医療機関との連携促進 

地域の医療機関等との連携促進を図るため 
在宅緩和ケア連携カンファレンス等を開催 

（計９回開催、1173名が参加） 

国立がん研究センターにおける緩和ケアの取り組みと成果 

前年度56% 
から14% UP 
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柏の葉料理教室 月に２回 
のべ164名が利用 

地域に開かれた院外型相談支援センター 

がん患者･家族総合支援センター 

データは2011/04/01-2012/03/31 

サポートグループ 月２回 
 のべ122名が参加 
グリーフケア 月２回 
 のべ 59名が参加 
がん哲学外来 月１回 
 のべ 18名が相談に 

相談支援 週５日 
のべ575件 

地域緩和ケア症例検討会等の企画・運営 
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